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秋の庄原鉄道イベントの開催について 

 

１ 趣旨 

ＪＲ芸備線・木次線のさらなる利用促進に向けた機運醸成につなげていくため、地元高校生

による利用促進に向けた取組紹介・アイデア発表や「芸備線庄原市応援大使」徳永ゆうきさん

によるコンサートなどを行うイベントを開催します。 

 

２ 日時・会場 

 【第１部】 

  日時：令和６年 11月 30日（土）10時 35分～ 

  区間：備後庄原駅～東城駅（貸切列車） 

 【第２部】 

  日時：令和６年 11月 30日（土）14時～16時   

  会場：庄原市東城文化ホール 

 

３ 主催 

  庄原市 

 

４ イベント内容 

【第１部】芸備線列車の旅（貸切列車の運行） 

  イベントに出演する高校生の会場までのアクセスの確保及び一般来場者の利用促進を図るた

め、徳永ゆうきさんも乗車する貸切列車を運行します。 

時間（予定） 発着駅 内 容 

10：35 備後庄原駅発 高校生・一般来場者乗車 

元庄原 DMOガイド 熊本 洋道さん乗車 

11：00 備後西城駅着 高校生・一般来場者乗車 

11：20 備後落合駅着 徳永 ゆうきさん乗車 

12：10 東 城 駅 着 地域住民によるお出迎え 

 

【第２部】地元高校生による取組紹介・アイデア発表、徳永ゆうきさんコンサート 

  地元高校生によるＪＲ芸備線の利用促進に向けた取組紹介・アイデア発表等に加え、徳永ゆ

うきさんによるコンサートを行います。（司会：松本裕見子） 

時間（予定） 内 容 

14：00～14：15 開会 

14：15～15：00 高校生による取組紹介・アイデア発表（各校 10分） 

庄原格致高校、西城紫水高校、三次高校 

15：00～16：00 徳永 ゆうきさんによるコンサート 

16：00～16：00 閉会・花束贈呈 

 ※会場周辺に来場者へ食事の提供等を行う飲食ブースを設置する。 

 

問い合わせ先 

 庄原市 生活福祉部 地域交通課 芸備線対策係 担当：神田 電話 0824-73-1171 

令和６年 11月 26日 

市長定例記者会見資料 

生活福祉部地域交通課 
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令和６年度 庄原市在宅医療・介護についての市民研修会の開催について 

 

１ 趣旨 

令和５年３月に実施した、高齢者の暮らしと介護についての調査において、半数以上の人が、

「できるだけ最期まで現在の住まいで暮らしたい」と思っているが、普段から自分が最期を迎

えるときの心構えを持っている人は少ないことが分かりました。 

しかし、誰もが何らかの病気を抱え療養したり、認知症になったりし、家族を介護する可能

性があります。在宅療養と入院の選択、在宅介護、看取りなどを、自分のこととして捉え、医

療や介護との向き合い方を考えることを目的として、市民研修会を実施します。 

 

２ 日時・会場 

  日時：令和６年 11月 30日（土）13時開場 

     映画上映 13時 30分～15時 20分 

     講演   15時 30分～16時 15分 

  会場：庄原市民会館大ホール（庄原市西本町二丁目 17-15） 

 

３ 主催 

  庄原市 

 

４ 内容 

① 映画「ぼけますから、よろしくお願いします～おかえりお母さん～」上映 

動員 20万人を超える大ヒットのドキュメンタリー映画「ぼけますから、よろしくお願い

します。」のその後を描いた作品を上映します。認知症になった 90歳の母親を 98歳の父

親が介護。老いの実態と日本全体が抱える高齢化社会の問題を含みながら、在宅医療・

介護サービスや地域に支えられた、夫婦の愛情あふれる暮らしを一人娘で東京在住の信

友直子監督が撮影。「老々介護」、「入院か在宅介護か」、「延命治療」、「終活」、「看取り」

など様々なテーマで展開し、誰もが自分のこととして感じられるドキュメンタリー映画

です。 

 ②講演…演題「認知症の母が命懸けで教えてくれたこと」 

     講師 映画監督 信友 直子（のぶとも なおこ）氏 

      母親の晩年の療養先と治療方法の選択、母親の介護と看取りを振り返り、講演し 

ていただきます。 

 

問い合わせ先 

庄原市 生活福祉部 高齢者福祉課 地域包括支援センター係 担当：十川・山廣 

電話（0824）73-1165 

令和６年 11月 26日 

市長定例記者会見資料 

生活福祉部高齢者福祉課 

 

映画監督 信友 直子氏 
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庄原市生活福祉部高齢者福祉課　地域包括支援センター係　
（電話 0824-73-1165　FAX 0824-75-0245　E-mail: chiikihoukatu@city.shobara.lg.jp）

問い
合わせ

庄原市主催
庄原市医師会、庄原市歯科医師会、庄原市介護支援専門員連絡協議会、庄原市自治振興区連合会、
庄原市民生委員児童委員協議会、庄原市老人クラブ連合会、庄原市社会福祉協議会、
庄原市地域福祉ネットワーク会議、三次・庄原地区多職種連携会議　三次人権擁護委員協議会

後援

「認知症の母が命懸けで教えてくれたこと」
15：30～16：15

13：30～15：20
映画監督・撮影・語り
＆ひとり娘

信友直子さん
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演題

（開場13時）

庄原市民会館 大ホール
（庄原市西本町二丁目17-15）

場所

令和6年度　庄原市在宅医療・介護についての市民研修会



 

令和６年度 庄原市人権講演会の開催について 

 

１ 目的 

あらゆる差別と人権侵害のない市民社会の実現に向け、人権尊重のまちづくりを総合的に推進する

とともに、市民一人一人の人権が尊重され、お互いが支えあう豊かな市民社会を築くことを目的とし

て、人権週間（12月４日～10日）にあわせて、市民が身近に参加できる講演会を開催します。 

 

２ 日時・会場 

  令和６年 12月６日（金）19時～20時 30分 

 （１）メイン会場（１会場） 

  （庄原地域）庄原市民会館大ホール        （西本町二丁目 17番 15号） 

 （２）オンライン会場（６会場） 

  （西城地域）西城自治振興センター研修室      （西城町大佐 734番地） 

  （東城地域）庄原市役所東城支所大会議室     （東城町川東 1175番地） 

  （口和地域）口和自治振興センター第２会議室   （口和町向泉 934番地４） 

  （高野地域）庄原市役所高野支所２階会議室    （高野町新市 1171番地１） 

  （比和地域）比和自治振興センター大会議室    （比和町比和 1119番地１） 

  （総領地域）総領自治振興センター大集会室    （総領町下領家 278番地） 

 

３ 主催・後援 

  主催：庄原市・庄原市教育委員会 

後援：三次人権擁護委員協議会、庄原市企業人権啓発推進連絡協議会、庄原市自治振興区連合会、

庄原市女性団体連絡協議会、庄原市老人クラブ連合会、庄原市身体障害者連合会、庄原地区

保護司会、庄原市社会福祉協議会、庄原市民生委員児童委員協議会、広島法務局三次支局、

庄原地区公立学校校長会連合会、庄原市ＰＴＡ連合会、青少年育成庄原市民会議、庄原市仏

教会 

 

４ 内容 

（１）演題 

「ふるさとからの生き直し」 

 

 （２）講演者 

  青木 さやか 氏 （タレント・俳優・エッセイスト） 

タレントとして有名な青木さやかさんが、長年による母親との確執、自身の病気、家族の出来

事などで自身が傷つきながらも、周囲の人間関係の中で気づくことができた家族や人との関わり

方、自身の傷との向き合い方について、ご経験をもとに講演していただきます。 

 

 

令和６年 11月 26日 

市長定例記者会見資料 

生活福祉部 市民生活課 



【講演者プロフィール】 

1973年生まれ。名古屋学院大学外国語学部卒業。名古屋でフリーアナウンサーとして活動

後、上京しお笑い芸人になる。「どこ見てんのよ！」のネタがブレイクし、バラエティ番組に

多数出演。2017年と 2019年に肺腺がんの手術を受けた。現在は中学生の娘を育てながら、

テレビ番組、舞台などで活躍中。その土地のゆかりのある人と繰り広げるトークショー「with

青木さやか」を日本各地で開催中。著書に実母との確執や半生を綴った『母』（中央公論新社）

のほか、『厄介なオンナ』（大和書房）、『母が嫌いだったわたしが母になった』（KADOKAWA）、

『50歳。はじまりの音しか聞こえない』（世界文化社）などがある。 

 

（３）その他 

18時 30分から同会場で、市内の小中学校などから応募された人権作品の表彰式を開催し、会

場ロビーで人権作品の展示を行います。 

 

 

問い合わせ先 

  庄原市 生活福祉部 市民生活課 市民生活係 担当：田中 電話 0824-73-1154 




